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 ■ 通過できる領域で停止線から遠ざかるほど，また，停止できる領域で停止線に近づくな     
   るほど，的確運転を出来ないドライバが増加する． 
 ■ 黄信号のルールを理解していても，ルールを理解していないドライバと同じ認識や行動 
   をとってしまう． 
 ■ 前車との車間時間が 1.1[s]と接近してしまうと，前車がいない場合や前車との車間時間が
1.4[s]，1.7[s]，2.1[s]の場合と比べ，迷いが生じてしまうドライバが増加した．これは，前車
の行動をより注意深く見ながら，周囲の車と事故を起こさないように，通過すべきか停止
すべきかの判断をしなければならず，それが困難なため迷いにつながったと考えられる． 
 今後，さらに異なる要因の影響の検証や，オプションゾーン・ジレンマゾーンでの検証を行い，
黄信号が原因で起こる事故の解明を進める必要がある． 
 
